
令和８年度　会派議員派遣報告書 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

派遣費用 

 

１　三原市での課題と派遣の目的（本市の現状と課題を明確に） 

 

２　実施概要　（１カ所目） 

 
会 派 名 創生みはら

 
議 員 名 分野達見、中重伸夫

 
議員派遣先名 リファレンス西新宿大京ビル（東京都新宿区西新宿 7-21-3）

 
科　目 支出額 摘　　要

 
研修・研究費 90,000 円

AI を使った議員活動実践講座 

（＠15,000 円×３コマ×２人）

 
162,640 円 旅費

 

 

 
合　　計 252,640 円

 生成 AI を活用して、一般質問の強化の方法、予算・決算や各種の計画書の核心と、自

治体の弱点をつかむ視点。公共施設の老朽化・再編・維持管理の論点を質問につなげる方

法などの講義を受けた。

 
実 施 日 時 派 遣 先 リファレンス西新宿大京ビル

 
令和８年８月４日～５日 

10：00　～　16：00
担 当 部 局

 報 

告 

内 

容 

・

所 

感 

 

議員活動での生成 AI の活用策は、大量の情報収集を得て、一般質問のテーマの

拡大や文書の作成、答弁に対する切り返しの想定問答、それらに要する時間の短縮

が図れることが重要なメリットである。 

 

（AI 活用の実践例） 

質問 

「三原市の 10年後の人口は？そのデータの根拠は？」 

・10年後の推定人口は約 7万 1,000 人（国立社会保障・人口問題研究所が 2023 年



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報 

告 
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・
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発表）、三原市人口ビジョンでは 7万 6,000 人までの減少予測。 

「三原市の人口減少の影響を簡略に 3パターン挙げて」 

１．地域経済が縮小 

・働く現役世代が減り、人手不足から企業の維持が難しい。 

・商業施設や飲食店が減少し、地域の経済力が低下する。 

・市民税の税収減から新たな投資の余裕がなくなる。 

２．生活インフラの維持が困難 

・上水道や下水道の維持費負担増。 

・医療介護従事者の不足で、医療や介護のサービス不足が予測される。 

３　空き家の増加 

・空き家が増えて倒壊のリスクと防災や治安が低下する。 

・祭りや地域の清掃活動が困難になる。 

 

再質問 

「人手不測の 10 年後の影響は？」 

・生産年齢人口が現在の約 44,700 人から約 38,800 人に減少するため、購買力消

費力が低下して、経済力が弱まる。 

・介護従事者は、現在の担い手不足約 2,600 人から 5,850 人の不足となり、サー

ビスを受けたくても受けられない困難な状況を迎える。 

・市民税の税収減は、現在を 100 として 10 年後はどれ位？ 

・87～92 が予測され、公共インフラの整備や維持管理、新たな投資が難しくな

る。 

 

☆以上のような質問や想定答弁が、具体的な数値を基に作成することができる。 

☆その他にも、市の財政資料から経常収支比率や実質公債費比率、将来負担比率の

「安全、注意、危険」の判定などの情報把握。 

☆公共施設の老朽化、再編、維持管理の論点を質問につなげる。 

など、議員活動への生成 AIの活用は、利便性・有効性から必要不可欠と感じた。 



※　施設先の写真・資料等を必ず添付すること。 

 

市
政
に
活
か
せ
る
こ
と
（
ま
と
め
） 

生成ＡＩの活用は、利便性・有効性から必要不可欠と感じた。一方で議員活動と

して活用するには、次のような点に注意する必要があることを認識しておかなけれ

ばならない。 

☆AI に答えさせるためのプロンプト（入力の条件提示）を充実させないと、AI は

それらしく適当に答えること。 

☆AIは予測で答える仕組み。ハルシネーション（もっともらしく、自信満々に間違

える）道具と理解して、AI の評価をうのみにしないこと。 

☆個人情報や非公開資料は入力してはならない。 

☆ＡＩは種類も豊富で、それぞれ長所短所がある。無料プランや有料プラン（月 

3,000 円程度）もあるが、議会でのＡＩ利用のルールを確立することが大前提と

なる。 

☆一般質問などの作成には、議員側に極めて有効で必要不可欠なツールであるが、

今後は執行部側でも生成ＡＩを活用した答弁作成等も予測される。質問と答弁が

ＡＩ対ＡＩの対抗になった先の合意形成をどうするか、考えていかなければなら

ない。

 


